
"「
f



田道町遺跡C地点出土木簡



序

仁徳天皇五十五年に上毛野田道が蝦夷と戦い敗死した伊寺水門は、古来石巻であ

ると信じられています。もとよりこのことは史実そのままではありません。しかし、

この上毛野田道にちなんで名付けられた田道町には、その命名の由来にふさわしく、

古墳時代から平安時代にかけての遺跡があります。

平成 3年この田道町遺跡での宅地開発計画の協議があり、確認調査を行ったとこ

ろ、種々の遺構・遺物が確認されました。そこで、保存協議を行い、計画を変更し、

公園用地として遺構の一部を保存し、残りの部分は、事業者負担で発掘調査を実施

いたしました。

調査の結果、竪穴住居跡 5軒、多数の掘立柱建物跡等を検出し、木簡や銅製帯金

具等の重要な遺物も出土いたしました。

文化財は、先人の残した貴重な文化遺産であり、石巻に生きた人々の生活のあり

かたを語ってくれるかけがえのない資料です。この発掘調査により石巻の古代史を

多少なりとも解明することができたら幸いと思います。

この発掘調査にあたり特段のご配慮を賜った石巻市農業共同組合、地主の武内き

み子氏とご家族の皆様、調査にご協力をいただいた各氏 • 各機関に紙面を借りまし

て感謝申し上げます。

平成 5年3月

石巻市教育委員会教育長 佃I剖： 笈：



発刊の辞

田道町遺跡は古墳時代から平安時代までの遺跡として知られています。

当農業協同組合が、この田道町遺跡で宅地開発を計画し、確認調査を実施してい

ただいたところ、多くの遺構 ・遺物があることがわかり、開発計画を変更して遺構

の一部を保存し、残りの部分は発掘調査を実施することとなりました。

調査の結果、古代の住居跡や建物跡等、数多くの遺構遺物が発見されたとのこと

です。特に、延暦年間の木簡が出土し、東北の古代史に一石を投じることとなった

ということも聞き及んでいます。

この度、その発掘調査結果の報告書が刊行されることとなりました。当農業協同

組合がこのような形でかかわった発掘調査の報告書により、石巻地域の古代史、ひ

いては日本古代史の研究に役立つ貴重な資料が永く残ることは誠に意義深いものが

あります。

最後になりましたが、この調究を実施していただきました石巻市教育委員会、ご

指導を賜りました宮城県教育委員会、地主の武内きみ子氏に厚く感謝の意を表しま

す。

平成 5年3月

石巻市農業協同組合

組合長理事井 L 昭



H
 

次

I
I
I
m
w
 

発掘調査に至る経過 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

環境と立地 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

基本層位 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3

発見された遺構と出土遺物・・・・...........................................................................4 

1. 住居跡・・・・・・・・・・・......................................................................................4 

2. 掘立柱建物跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

3. 土 城 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

4. 焼土遺構 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

5. 溝 跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 

V
V
I
w
 

6. その他の遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32

田道町遺跡C地点出土木簡につしヽて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35

ま と め ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37 

写真図版 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39

例 言

1. 本書は、石巻市農業協同組合の宅地開発に伴う田道町遺跡の事前調査の概報である。

2. 調査は、石巻市教育委員会が主体となり、石巻市教育委員会社会教育課文化係が行った。

3. 土層等の色調表記については、 「新版標準土色帳J9版（小山・ 竹原：1989.5、日本色研

株式会社） を利用した。

4. 本書の第1図は建設省国土地理院発行1/25,000「石巻」を複製して使用した。

5. 本書の編集 ・ 執筆は石巻市教育委員会社会教育課文化係佐々木淳 • 芳賀英実 • 岡

行った。

道夫が

6. 出土した遺物および調査記録類は石巻市教育委員会で保管している。
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3. 調査対象面積 2,800m' 

4. 調査主体者 石巻市教育委員会
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I 発掘調在に至る経過

平成 3年4月、田道町遺跡A地点を発掘調査中に、その隣接地で石巻市農業協同組合による

アパート建設 (B地点）及び宅地開発 (C地点）の計画があることを、その計画の設計を請け

負った設計事務所から石巻市教育委員会に対 し報告があった。そこで事業者に対し、宮城県教

育委員会と早急な協議が必要である旨を回答した。

平成 3年4月30日、事業者から宮城県教育庁文化財保護課長あて協議書が提出された。協議

の結果、 9月下旬から事業者の経費負担で遺構確認調査を実施することとなり、 9月24日にB

地点から調査を開始した。

調介を開始してすぐ、 B地点には遺構遺物がないことが判明し、調査を終了した。引き続き

10月3日から C地点の調査に入り、今度は、竪穴住居跡や建物跡等多数の遺構を検出した。そ

こで事業者・宮城県教育委員会 ・石巻市教育委員会の三者で遺構の保存について協議したとこ

ろ、造成計画を変更し、公園の位置を遺構のないところからあるところへ移し、残りの約

2,600平方メートルについて記録のための発掘調査を実施することとなり、確認調査に引き続

き事前調査に着手した。

平成 3年12月15日に、現地説明会を行い、 一般市民170人の参加を得た。

調介は、平成4年 1月18日に終了した。

本概報では、遺構、遺物の出土したC地点のみ報告することとする。

I 環境と立地

田道町遺跡は、 JR東日本仙石線陸前山下駅の東側の住宅街、石巻市田道町一丁目から二丁

目にかけて存在する遺跡で、標裔1.5から1.8メートルの沖積平野の微高地上にある。

田道町遺跡は、古墳時代から平安時代までの土器が散布する遺跡として知られ、過去には南

小泉式の土師器壺の完形品 も出土している。今回の調査区から南東約100メートルの地点で、

昭和51年 (1976) 1月に当教育委員会が遺構確認調究を実施している。その結果、古墳時代か

ら平安時代にかけての 「溝状遺構」 ． 「土堀状遺構」をいくつか確認している。また、北西側

数十メートルの地点では、この調究直前の平成 3年4月から 8月にかけて約2,000平方メート

ルの面積を発掘しており (A地点）、古墳時代前半（塩釜式期）や奈良～平安時代の遺構、遺

物を確認している。

東側約400メートルには墨書土器が出土している清水尻遺跡があり、西には隣接して横堤遺

跡がある。清水尻遺跡は、 8世紀後半以降の牡鹿郡術とする説のある遺跡である。

田道町遺跡は、石巻市西部の平野部に位置する。本遺跡の北約 1キロメートルのところで南
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流してきた北上川が東に向きを変えている。北上川は、その後再び流れを南に変え、本遺跡の

南東約 4キロメートルのところで太平洋に注ぐ。南東約500メートルには標高50数メートルの

鰐山丘陵（日和山丘陵）が翁え、約 3キロメートル南は海岸であり、仙台湾の支湾である石巻

湾に面している。

本遺跡付近の地層は旧河底をうずめた堆積物で、下位から、蛇田層• 釜層 • 沼向層 ・中坪

層• 雲雀野層である。このうち中坪層は、河川の氾濫時に堆積した砂泥による自然堤防であり、

本調査で地山と認定した層である。

微地形区分図によれば、本遺跡付近は、発達した自然堤防と後背湿地となっている。しかし、

昭和30年代の航空写真を見るかぎり、本遺跡のエリアは全て微高地となっており、本遺跡は、

自然堤防上に立地すると考えらる。

No. 遺跡名 時 代 No. 遺跡名 時 代 No. 遺跡名 時 代

l 田道町遺跡 古tn・奈良 • 平安 8 永巌寺貝塚 縄文• 奈良 • 平安 15 釜西古墳 古項

2 清水尻遺 跡 古墳• 奈良 9 梅ケ丘窯跡 奈良 • 平安 16 新 金沼遺跳 古Jff-平安
3 横堤遺跡 縄文 • 奈良 • 平安 JO 石巻城跡 中世 17 竹 下館跡 中世

4 明神山下貝塚 縄文 11 五松山洞窟遺跡 弥生・古墳 18 水貫山遺跡 平安

5 明 神山経塚 近世 12 湊小学校遺 跡 奈良 19 箕 輪山 貝塚 奈良 • 平安

6 明神山遺跡 平安 13 西 三 軒屋遺跡 古項 ・近世

7 羽黒 山遺跡 平安 14 釜東古 項 古墳

（註）宮城県教育委貝会宮城県文化財調査報告書第125集宮城県 遺跡地図 昭和62年「第58番石巻」に所収の古墳時代から平安時代ま

での遺跡である。

第 1図 田道町遺跡と周辺の遺跡
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][埜本層位

今回の調査報告は田道町遺跡B地点と C地点であるが、 B地点は開田などでA地点で地山と

した層が削平されており、遺構、遺物は検出されなかったので説明は省略する。

C地点の層位は大別すると 4層に分けられる。地山面は調査区中央部が平坦であり、西側お

よび東側に向かって緩やかに傾斜している。また、中央部は地山面まで攪乱がおよんでいると

ころがある。

（第I暦）

現在の畑の耕作土である。黒褐色砂質シルト層で、層中には遺物やビニール等が混入してい

る。層の原さは調杏区の中央が30-40cmでほぽ水平に堆積しており、調査区東西壁に向かって

緩やかに傾斜している。西側で約50cm、東側で約60cmの厚さがある。

（第1I層）

旧耕作土である。暗褐色砂質シルト層で、遺物や礫が混入している。層の厚さは10-20cmで

調査区のほぽ全域で見られるが、 一部が第I層で分断されているところがある。また、調査区

中央部では地山面まで達している。

第2図調査区位置図
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〔第m層）
黒褐色シルト質砂層で、層中には遺物や礫、地山砂等が混入している。層の厚さは10-20cm

である。粘性はややあり、しまりがある。調介区中央では地山面まで耕作がおよんでおり、わ

ずかに確認されるのみである。遺構はこの層を掘り込んでいるものと層の下面から掘りこんで

いるものがある。

（第N層）

黄褐色シルト質砂層の地山である。調査区中央部は耕作等によって削平されているようであ

るが、中央部は平坦であり調査区西側および東側に向かって緩やかに傾斜していたと思われる。

調査区中央部の遺構は、ほとんどこの地山面より掘り込まれている。

W 発見された遺構と川土遺物

今回の調査では、 竪穴住居跡が5軒、掘立柱建物跡が21棟、溝跡12条、土堀10基以上、ピッ

卜多数が検出された。これらの遺構や堆積土、表土などからは、土師器、須恵器、土製品、石

器、銅製帯金具、木簡などが出土した。ここでは、遺構、遺物の概要を記述し、詳細は本報告

で述べることとする。

1 . 住居跡

竪穴住居跡は 5軒検出された。そのうちの 1軒は古墳時代のもので、それ以外の住居跡は奈

良～平安時代のものである。住居跡は、いずれも調査区中央の平坦面に立地している。ただし、

この平坦面は耕作等によ って削平されており、遺構の残りはよくない。特に奈良～平安時代の

住居跡は壁の立ち上がりがほとんどな く、周溝跡で範囲が確認された。古墳時代の住居跡は、

1辺が4m以下の小型であるが、奈良～平安時代の住居跡は、 1辺が7-lOmと大型である。

これらの住居跡からは、土師器、須恵器、土製品、鉄製品、銅製帯金具等が出土している。

第1号住居跡

〔位置〕調査区中央よりやや西側、 14・15・16-C・D・E・Fに位置している。

〔重複〕 第9号 ・12号掘立柱建物跡に切られ、 第8号土城を切っている。また、南側を拡張し

ている。

〔平面形・ 規模〕規模は南北約 8m、東西約8.2mで、平面形はほぼ正方形を呈しているが、

北西隅の周溝が北側に延びている。古いほうの住居跡は東西が約7.6m程であった。

〔堆積土〕堆積土は、削平により周溝からのみ検出された。新しい住居の堆積土は 3層から成

り、褐色～暗褐色の砂層である。層中には少量の炭化物や地山砂を含んでいる。古いほうの住

居の堆積土は暗褐色砂層の1層が確認された。この層からは炭化物等の混入は見られなかった。

〔壁〕壁は削平によりほとんど残存していない。壁残存高の最大値は約 5cmである。
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〔床面〕地山を床面としている。床面は中央部がやや高まっているが、概ね平坦と言っていい

だろう。床面からの遺物の検出はあまり見られなかった。

〔カマド・炉〕確認されなかったが、住居北側の周溝がほぽ中央で途切れているので、この部

分にカマドがあったと思われる。

〔柱穴〕床面から 4個のピ ットが確認された。また、壁際の周溝から多数のピ ットが確認され

た。このうち床面で確認された 4個のピット は住居平面形の対角線上に位置しており 、掘り方

が直径約44-50cmの円形を呈し、深さ約28-49cm、柱痕跡が直径約18-22cmの円形を呈してい

ることから、これらが主柱穴と考えられる。壁際周溝内のピ ットは直径約12-22cmで円形を呈

している。
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!Iii IOY RJ/3 暗嶋色 砂 なし なし JIii IOY R 2/3 黒褐色 紗 なし なし 炭化物を少量含む

2噌 IOY R4/4 嶋 色 紗 なし 4層 IOY R 3/3 暗嶋色 砂 なし ややあり 旧周漏

第4図第1号住居跡
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〔周溝〕住居北側の中央部で一部途切れているが、他は残存している。規模は幅が約40-80cm

で、深さが約 5-20cm、断面形は逆台形を呈している。

〔出土遺物〕土師器杯・椀・甕、須恵器杯が検出された。また、周溝底面から鉄製釣針が出土

している。

＼ 一
4 

番号 I檀別 外面躙隻

三 6
---. 

0 5 cm 
I , , , , I 

r、改
I 
I・・/・;1 
I 賃3
｛ ・:‘惑
-・-<:;; 

内 iti 1111 蔓 I口径"'I底径"'I召高ml ● 

0 5 cm 
l 』''』 1

: I ::: : I ;;; 3: I:::::::::: 12., I - I 1,.11 I丸底と思われる

.. -- -- ヘラミ ガキ＋黒色処理

ヘラミ ガキ＋黒色処理

, I土緬益 甕I[口）ヨコナデ〔体）ハケメ→ヘラケズ., I(口〕ヨコナデ ［体〕ハケメ
6 須忠若杯 （ロ一体）ロクロ→体部下燿手持ちヘラケズリ ロクロ 三：
蓄;'ti! I出因↑ ,"'I 1112 ; 11'1/; 考

第5図第1号住居跡出土遺物

第2号住居跡

〔位置〕調査区中央よりやや西側で、 16-20-A-Eに位置している。

〔重複〕第12号掘立柱建物、第 3号住居に切られており、第 4号住居を切っている。

〔平面形・規模〕北西隅が未掘であるが、南北約10.2m、東西約9.6mでほぽ方形を呈してい

る。

〔堆積土〕削平により堆積土の残りは悪く、地山の砂を含む黒褐色砂層が確認されたのみであ

る。

〔壁〕削平によりほとんど残存していない。西側で約 4cm、東側で約 1cm確認された。
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〔床面〕地山を床面としている。概ね平坦である。

〔カマド・炉〕住居北辺の中央部でカマドの袖と掘り込みが確認された。ただし、煙道は確認

されなかった。

〔柱穴〕床面で住居平面形の対角線上に 4個のピットが検出された。これらは主柱穴と考えら

れ、 ピットの掘り方は長軸約96-140cm、短軸約90-126cmの楕円形を呈し、深さ約53-67cmで

ある。また、柱痕跡は直径約22-30cmの円形を呈している。これらの他に壁際の周溝内に直径

約16-30cmのピットが多数確認された。

〔出土遺物〕須恵器坪． 蔽が出土している。
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ロクロ→ 〔天井部）回11.ヘラケズリ

内直鯛董
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I 底:':I lit:'" Iつまみ:t33o,

第7図第2号住居跡出土遺物

第3号a住居跡

考 写頁図版

〔位置〕調査区中央よりやや西側、第 2号・ 4号住居の東側、 17-21-D-Gに位置している。

〔重複〕第14号掘立柱建物跡に切られており、第13号掘立柱建物跡、第 2号・ 3号b住居跡、

第3号土城を切っている。

〔平面形 ・規模〕西辺が北西隅に向かってやや広がって行くが、南北約8.7m、東西約8.8mの

ほぽ方形を呈している。

〔堆積土〕削平により床面上にはほとんど堆積土は見られなかった。堆積土は周溝内で確認さ

れ、ほとんど黒褐色砂層であり、炭化物と遺物を含んでいる。

〔壁〕壁は西辺で僅かに確認されたほかは、削平されており確認されなかった。壁の残存高は

約9cmで、やや緩やかに外傾しながら立ち上がっている。

〔床面〕地山を床面としており、西側の一部がやや高いが全体的に見れば、ほぼ平坦である。

〔カマド・炉〕カマド施設は削平により確認されなかったが、周溝が住居の北辺中央部で途切

れている。また、その周辺に焼土が検出されているので、ここにカマドがあったと考えられる。

〔付属施設〕住居北側でカマドの東側に、貯蔵穴と思われる土城が確認された。規模は長軸約

110cm、短軸約74cm、深さ約20cmで楕円形を呈している。

〔柱穴〕住居平面形の対角線上で床面から 4個のビットが確認された。これらのピットの掘り

方は、長軸約90-120cm、短軸約70-110cm、深さ約51-69cmで、平面形は楕円形を呈してい

る。柱痕跡は直径約18cmで円形を呈しており、 3箇所で柱材が検出された。これら対角線上の

4個のピットが主柱穴と考えられる。また、周溝内、壁際で掘り方の直径が約14-40cmで平面

形が円形ないし楕円形を呈したピットが多数確認された。

〔出土遺物〕土師器杯、須恵器杯・甕、鉄製紡錘車・ 刀子等が出土している。

第3号b住居跡

〔位置〕調査区中央よりやや西側、第2号・ 4号住居の東側、 17-21-D-Gに位置している。

〔重複〕第14号掘立柱建物跡、第3号a住居跡に切られている。

〔平面形・規模〕規模は南北約 7.4m、東西約7.6mで、 平面形は方形を呈している。

〔堆積土〕床面上は削平により堆積土がなく、周溝内とピ ット内で確認された。概ね黒褐色砂

層であり、周溝内堆積土中には炭化物を少量含んでいる。

〔壁〕第 3号a住居構築の際に削平されたと思われる。
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〔床面〕ほぽ平坦である。概ね地山を床面にしているが、周溝から約 1mの幅で全周が貼床に

なっている。

〔カマド・炉〕第 3号a住居と同様に北側中央部の周溝が途切れており、この位置にカマドが

あったと思われる。

〔柱穴〕主柱穴は、第 3号a住居の主柱穴の掘り方によって切られていると思われる。周溝内

で、掘り方の直径約20-40cmで円形ないし楕円形を呈し、柱痕跡が直径約15cmの円形のピッ ト
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第 8図第3号ab住居跡
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が多数確認された。

〔出土遺物〕銅製帯金具 （巡方 1)が出土した。この他に土師器、須恵器が僅かに出土したが、

実測可能なものはなかった。

二三
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□ 口
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100 
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011 
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wnーロ 14 ゜
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第9図第3号ab住居跡出土遺物
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奮号 種別 外 追I 調 蔓 内面胃 警 ロ托m 庇1和冨 器高㎝

1 土緬苔杯 （ロ一体）ヘラケズリ〔成）手持ちヘラケズリ ヘラミガキ＋昂色処開 13 5 7 0 4 0 

2 土紬苔杯 ロクロ一手持ちヘラケズリ〔底）回転糸切り→手持ちヘラケズリ ヘラミガキ＋黒色処隅 13 6 62 3 9 

3 須忠器坪 ロクロ 〔底）回転糸切り ロクロ 13 0 5 9 4 0 

4 須忠苔杯 ロクロ （底）固転糸切り ロクロ 13 7 41 3 75 

5 須恵岱均 0ク0 〔底）回転糸切り ロクロ 13 8 63 3 8 

6 須忠沿杯 ロクロ （底）匝転糸切り ロクロ 149 56 41 

7 須恵沿坪 ロク 0 〔底）回転糸切り ロクロ 149 65 42 

8 須恵笞坪 ロクロ 〔庇〕 回転糸切り ロクロ 153 7 I 3 6 

9 須恵苔 甕 〔体上半）ロクロ［体下半）平行叩き目→ヘラケズリ ロクロ 126 (27 I) 

書号 檀 別 特 徴 そ の 他 （単 þÿOM� �c�m 写真図版

JO 土 錘 〔長さ)4 0 〔外i怜)I 8 (内作） 0 45 3 a住出土 19 

II 土製品 〔長さ） 235 (幅） 22 (19さ） 0 6 3 a {キ．出土 20 

12 鉄製紡錘申 〔外!fl43 [内1怜） 0 5 [長さIs s [1'1さ〕 0 55 3 a {キ．出±. 21 

13 鉄製 ．））子 〔長さ） ）））（副） I 4 (1'1さ） 0 6 3 a f1: 出土 22 

14 銅製帝合具 〔長さ） 3 6 [幅〕3 25 [,if; さ）0 7 〔門さ） 0 2 3 bit出土 23 

第3号ab住居出土遺物観察表

第4号住居跡

〔位置〕調査区中央よりやや西側で、 16-20-A-Eに位置している。

〔重複〕第12号掘立柱建物跡、第 2号住居跡に切られている。

傭 考 写真図版

残存部約X JO 

口絃部に炭化物付illl!f火器？） II 

残存部約1/4 12 

残存部約X 13 

残存部約X 14 

残存部約X 15 

口栂部にゆがみあり 16 

残存部約X 17 

（底〕手持ちヘラケズリ 18 

〔平面形 ・規模〕住居の南辺および西辺は第 2号住居跡に切られているが、概ね第2号住居の

南辺および西辺と同位置であると考えられ、規模は南北約8.4m、東西約7.4mで、 平面形が方

形を呈していたと思われる。

〔堆積土〕周溝内の堆積で、概ね黒褐色砂である。

〔壁〕第2住居によ って削平されている。

〔床面〕地山を床面にしており、ほぽ平坦である。

〔カマド・炉〕第2号住居によ ってカマドの施設は壊されているが、住居北側の周溝が中央部

で途切れており、この部分に焼土および焼け面、カマドの袖があったと思われるところに粘土

が確認されたので、この部分にカマドがあったと考えられる。

〔柱穴〕住居平面形の対角線上の床面で4個のピ ットが確認された。これらは掘り方の長軸約

42-76cm、短軸約40-70cmの楕円形を呈し、柱痕跡は直径約18-20cmの円形を呈しているもの

で、 主柱穴と考え られる。この他に周溝内より掘り方の直径約14-24cmで、円形ないし楕円形

を呈しているピ ットが多数確認されている。

〔出土遺物〕 土師器、 須恵器の小破片が僅かに出土しただけである。

第5号住居跡

〔位置〕調査区中央で、第2号 ・4号住居跡の北東、 22-24-B・Cに位置している。

〔重複〕 なし

〔平面形 ・規模〕平面形は南東隅がやや膨らんでいるが、ほぼ方形を呈している。規模は南北

約3.4m、東西約3.7mである。

〔堆積土〕自然堆積で4層から成る。堆積土は黒褐色ないし暗褐色の砂層であり、 層中に多量

の炭化物を含むものもある。

〔壁〕壁は床面よりやや外傾しながら立ち上がっている。壁の残存高は4-10cmである。

〔床面〕 地山を床面としている。中央より北側がやや低くなっており、この北側中央部の床面
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で焼面が確認された。

〔カマド・炉〕住居北側中央部で南北約114cm、東西約100cmで楕円形を呈した焼面が確認され、

地床炉と考えられる。

〔柱穴〕確認されなかった。

〔出土遺物〕土師器甕が出土している。
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2層 IOY RZ/3 黒褐色 砂 なし なし 1炭化物を多量に含む

'"' JOY R3/4 暗褐色 砂 ややあり なし

4層 JOY R3/4 暗褐色 砂 ややあり なし

口 径 17.2cm

残存高 13.0cm

外面調整 （口）ヨコナデ→ハケメ

（体〕ハケメ

（口）ヘラナデ

〔体〕ハケメ

写真図版 24

0 5cm 

第10図 第5号住居跡・出土遺物
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2 . 掘立柱建物跡

今回の調査で多数のピットを検出し、 21棟の掘立柱建物跡を確認することができた。掘立柱

建物跡は、 2間X2間と思われるのが5棟、 2間X3間が7棟、 2間X3間以上が1棟、これ

ら以外に未掘の部分にかかるために大きさが不明のもの 6棟が確認された。

掘立柱建物跡の大部分は、調査区の西側に密集しており、立て替えや切り合いが見られ、か

なり年代幅があると思われる。遺物はあまり出土していない。ただし、 2間X3間以上の掘立

柱建物跡を切っているピットから木簡が出土した。

第1号a掘立柱建物跡

〔位置〕調登区西側で第 2号掘立柱建物跡の南、 4-E・Fに位置している。

〔重複〕第 1号b掘立柱建物跡を切っている。また、第2号・ 16号掘立柱建物跡と重複してい

るが、新旧関係は不明である。

〔規模〕桁行2間、梁行2間の総

柱建物である。柱間は南北が概ね ） 

1.66m、東西がl.66-l.80mであ

る。

〔柱穴〕掘り方は一辺が44-66cm

の方形を呈しているものと、長軸

が48-60cm、短軸が40-50cmの長

方形を呈しているものがある。柱

痕跡は径が14-20cmの円形で、深

さが17-34cmである。

〔埋土〕概ね黒褐色シルト質砂で

ある。埋土中に地山砂、炭化物を

含んでいるものがある。
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第11図第 1号ab掘立柱建物跡

第2号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 1号掘立柱建物跡の北、 4-6-D-Fに位置している。

〔重複〕第16号掘立柱建物跡に切られている。また、第 1号掘立柱建物跡と重複しているが新

旧関係は不明である。

〔規模〕桁行 3間、梁行 2間の南北棟である。柱間は桁行が東側柱列で北から2.1、2.0、

2.2mである。梁行が南側柱列で西から2.26、2.52mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は、長軸が36-48cm、短軸が34-40cmの長方形ないし楕円形を呈してい

る。柱痕跡は径が14-20cm、深さ12-36cmで円形を呈している。
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第12図第 2 号•第16号掘立柱建物跡

第3号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 2号掘立柱建物跡の東、 6-8-E-Gに位置している。

〔重複〕第5号土城に切られている。

〔規模〕桁行3間以上、梁行2間の東西棟である。柱間は桁行が北側柱列で西から2.26、2.26、

2.20m、南側柱列で西から2.26、2.20、2.04mである。梁行が西側柱列で北から2.32、2.26m

である。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は長辺が48-70cm、短辺が36-64cmの長方形を呈している。柱痕跡は径

が14-22cm、深さ22-37cmで円形を呈している。

第4号a・b掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 2号掘立柱建物跡の北、 7-9-B-Dに位置している。

〔重複〕第 4号 a掘立柱建物跡が第 4号b掘立柱建物跡を切っている。また、第17号掘立柱建

物跡が重複しているが新旧関係は不明である。
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第13図第3号掘立柱建物跡

〔規模〕 a・b共に桁行 3間、梁行 2間の南北棟と思われる。柱間は桁行で aが東側柱列で北

から2.32、2.20、2.40m、bはaに切られて不明である。梁行は北側柱列で aが2.72m、bが

東から2.60、1.92mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は aが一辺50-54cmの方形ないし隅丸方形を呈しており、 bが長辺36-

60cm、短辺30-40cmの長方形を呈している。柱痕跡は aが径14-22cm、深さ24-36cmで円形を

呈しており、 bが径14-18cm、深さ16-41cmで円形を呈している。
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〔埋土〕 aの埋土は概ね黒褐色シルト質砂であり、灰白色粘土を含んでいる。bの埋土は褐色

シルト質砂である。

／ 

゜17号掘立柱建物 肘・/j¥n X ，，，／ 、{¥や

り Ill

G) 

t ＼ 贔□
菜＼三。

゜
2m 

第14図第4号ab・ 第17号掘立柱建物跡

第5号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第4号掘立柱建物跡の北、9・10-Bに位置している。

〔重複〕第 6号.7号掘立柱建物跡と重複しているが、新旧関係は不明である。

〔規模〕遺構の大半が未掘のため規模は不明である。柱間は東側柱列で北から2.2、2.4m、南

側柱列で2.6mである。柱痕跡は径が12-24cm、深さが15・-35cmで円形を呈している。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は長辺が30-64cm、短辺が24-52cmの長方形を呈している。柱痕跡は径
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が12-24crn、深さ15-28crnで円形を呈している。

〔埋土〕埋土は褐色ないし黒褐色シルト質砂である。

@) 

。゚

G 
゜

／ ＠ +N-15 N-15十 ＋ 
乏 乏 乏
I I 

2m ◎ 
I 

念 ぉ

ベ ゜
1 

第15図第5号掘立柱建物跡

第6号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 5号掘立柱建物跡の北、 10・11-B・Cに位置している。

〔重複〕第 5号・ 7号.8号abと重複しているが、新旧関係は不明である。

〔規模〕遺構の大半が未掘のため規模は不明である。柱間は東側柱列が北から2.3、2.2m、南

側柱列が2.5mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は一辺が54-74cmの隅丸方形を呈するものと、長軸が54-70cm、短軸が

44-54cmの長方形を呈するものがある。柱痕跡は径が16-28cm、深さが20-30cmで円形を呈し

ている。

〔埋土〕概ね黒褐色シルト質砂である。

第7号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 5号掘立柱建物跡の北、 10・11-B・Cに位置している。

〔重複〕第 8号ab掘立柱建物跡に切られている。また、第 5号掘立柱建物跡と重複している

が新旧関係は不明である。

〔規模〕桁行 2間以上、梁行 2間の東西棟である。柱間は桁行が南側柱列で西から2.0、

2.36mである。梁行が東側柱列で北から2.34、2.04mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は一辺が40-64cmの隅丸方形を呈している。柱痕跡は径が16-20cm、深

さが27-50cmで円形を呈している。

〔埋土〕概ね黒褐色シルト質砂であり、埋土中に焼土が混入しているものがある。
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第16図 第 6 号 • 第 7 号掘立柱建物跡

第8号ab掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 1号住居跡の西、 12-15-B・Cに位置している。

〔重複〕第8号 aが第8号bを、第8号bが第 7号掘立柱建物跡を切っている。また、第6

号・ 9号掘立柱建物跡と重複しているが、新旧関係は不明である。

〔規模〕第8号ab共に桁行2間以上、梁行 2間の東西棟である。柱間は梁行が北側柱列でa

が2.6m、bが2.0m、南側柱列で西から aが2.5、2.84m、bが2.1、2.0mである。梁行が東

側柱列で北から aが2.4、2.34m、bが2.06、2.06mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は a・b共に一辺34-54cmの隅丸方形を呈している。柱痕跡は aが径14

-32cm、

〔埋士〕

bが径14-20cmで、いずれも円形を呈している。

a・b共に黒褐色シルト質砂であり、 aには灰白色粘土を含んでいるものがある。

第9号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第6号 ・7号掘立柱建物跡の東、 12-14-C -Eに位置している。

〔重複〕 第1号住居跡を切っている。また、第8号 abと重複しているが新旧関係は不明であ

る。

〔規模〕桁行3間、梁行2間の南北棟である。柱間は桁行が東側柱列で北から1.90、2.34、

2.14m、西側柱列で北から2.20、2.00、2.20mである。梁行が北側柱列で西から2.14、2.34m

南側柱列で西から2.34、2.10mである。
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第17図第8号a・b掘立柱建物跡

〔柱穴〕柱穴の掘り方は一辺が46-74cmの隅丸方形を呈している。柱痕跡は径が14-26cm、深

さが29-42cmで円形を呈している。

〔埋土〕概ね黒褐色シルト質砂である。

第10号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第9号掘立柱建物跡の南、 9-11-F・Gに位置している。

〔重複〕第11号掘立柱建物跡を切っている。また、第18号掘立柱建物跡と重複しているが、新

旧関係は不明である。

〔規模〕桁行3間、梁行2間の南北棟である。柱間は桁行が東側柱列で2.20m、西側柱列で北

から2.30、3.00、2.10mである。梁行が北側柱列で西から2.26、2.26mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は長辺が42-70cm、短辺が32-68cmの隅丸方形ないし長方形を呈してい

る。柱痕跡は径が14-26cm、深さ35-48cmで円形を呈している。

第11号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第9号掘立柱建物跡の南、 9-11-F・Gに位置している。
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第18図第9号掘立柱建物跡

〔重複〕第10号掘立柱建物跡に切られている。また、第18号掘立柱建物跡と重複しているが、

新旧関係は不明である。

〔規模〕桁行3間、梁行2間の東西棟である。柱間は桁行が東側柱列で2.10m、西側柱列で

2.00mである。梁行は北側柱列で西から2.06、2.00mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は一辺が40-60cmの隅丸方形を呈している。柱痕跡は径が14-16cm、深

さ27-39cmで円形を呈している。

第12号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第9号掘立柱建物跡の北東、 15-17-C -Fに位置している。

〔重複〕第 1号 ・2号 ・4号住居跡を切っている。

〔規模〕桁行3間、梁行2間の東西棟である。柱間は桁行が北側柱列で西から2.40、2.00、

2.40m、南側柱列で西から2.10、2.34、2.16mである。 梁行が西側柱列で北から2.08、2.20m、

東側柱列で北から2.08、2.08mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は長軸が54-80cm、短軸が44-74cmの隅丸長方形を呈している。柱痕跡

は径が16-20cm、深さが35-60cmで円形を呈している。
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第19図　第10号•第11号•第18号掘立柱建物跡
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第20図第12号掘立柱建物跡

第13号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区中央で第12号掘立柱建物跡の東、 18-20-E-Gに位置している。

〔重複〕第3号 ab住居跡、第13号掘立柱建物跡に切られている。

〔規模〕桁行 3間、梁行2間の東西棟である。柱間は桁行が北側柱列で西から1.92、2.20、

2.28m、南側柱列で西から2.30、2.30、2.14mである。梁行が西側柱列で北から2.34、2.30m、

東側柱列で北から2.24、2.30mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は長辺が56-64cm、短辺が46-56cmの長方形を呈している。柱痕跡は径

が14-20cm、深さが40-54cmで円形を呈している。

第14号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区中央で第13号掘立柱建物跡の南、 19・20-Gに位置している。

〔重複〕第3号 ab住居跡、第13号掘立柱建物跡を切っている。

〔規模〕遺構の大半が未掘のため規模は不明である。柱間は北側柱列で2.08m、西側柱列で

2.30mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は一辺が60-70cmの隅丸方形を呈している。柱痕跡は径が20-24cm、深

さが36-42cmで円形を呈している。
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第15号掘立柱建物跡
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第21図 第13号 •第14号掘立柱建物跡
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第22図第15号掘立柱建物跡

第16号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 1号掘立柱建物跡の北、 4・5-D・Eに位置している。

〔重複〕第 2号掘立柱建物跡を切っている。また、第 1号ab掘立柱建物跡と重複しているが、

新旧関係は不明である。

〔規模〕桁行2間、梁行2間の総柱建物である。柱間は北側柱列で1.60m、南側柱列で西から

1.60、1.80m、東側柱列の総長が3.40m、西側柱列で1.80mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は一辺が30-48cmの方形を呈している。柱痕跡は径が10-12cm、深さが ‘ 

20-37cmで円形を呈している。

第17号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第 5号掘立柱建物跡の南、 7・8-B・Cに位置している。

〔重複〕第4号 ab掘立柱建物跡と重複しているが、新旧関係は不明である。

〔規模〕桁行2間、梁行2間の建物（総柱建物と思われる）である。柱間は北側柱列が西から

2.20、1.84m、南側柱列で2.48m、東側柱列が北から2.32、1.60mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は長辺が38-48cm、短辺が30-34cmで長方形を呈している。柱痕跡は径

が12-ZOcm、深さが20-47cmで円形を呈している。

〔埋土〕概ね黒褐色砂である。
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第18号掘立柱建物跡

〔位置〕調査区西側で第9号掘立柱建物跡の南、 10-12-F・Gに位置している。

〔重複〕第10号 .11号掘立柱建物跡に切られている。

〔規模〕桁行3間、梁行2間の南北棟である。柱間は桁行が東側柱列で北から2.34、2.32m、

西側柱列で北から2.40、2.46mである。梁行は北側柱列で2.10m、南側柱列で2.40mである。

〔柱穴〕柱穴の掘り方は一辺が36-64cmの隅丸方形を呈している。柱痕跡は径が14-22cm、深

さが9-35cmで円形を呈している。
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第23図 ピット出土遺物

3 . 土壊

土城は13基確認された。土城の大半は調査区のグリット E・F・Gのライン上で、住居跡、

掘立柱建物跡の付近で確認されている。土城は形や大きさも違っており、出土遺物も少ないの

で時期や性格が不明瞭なものがほとんどである。以下、 主なものについて説明する。

第1号土墳

〔位置〕調査区やや西側で第 1号住居跡の南東、14-Gに位置している。

〔重複〕なし

〔形態・規模〕平面形は楕円形を呈してお り、 長軸約1.24m、短軸約0.96m、深さ約18cmであ

る。底面はほぼ平坦であり 、壁は外傾しながら緩やかに立ち上がっている。

〔堆積土〕堆積土は暗褐色砂の 1層のみ確認された。層中には少量の炭化物を含んでいる。

〔出土遺物〕土師器 ・須恵器の破片が僅かに検出された。

第3号土墳

〔位置〕調査区中央で第3号住居跡の南側、 17-F・に位置している。

〔重複〕第3号住居跡に切られている。

〔形態 ・規模〕平面形は楕円がやや崩れた形を呈している。長軸約1.86m、短軸約1.40m、深

さ約24cmである。壁、底面共にやや凸凹している。

〔堆積土〕堆積土は3層から成る。黒褐色砂、暗褐色砂の自然堆積土である。層中に多量の炭
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化物を含むものがある。また、 10-ZOcm程の礫を含んでいる。

〔出土遺物〕須恵器杯・ 甕、鉄斧等が出土している。

第4号土墳

〔位置〕調査区西側で第 1号ab掘立柱建物跡の南東、 4・5-Gに位置している。

〔重複〕なし

〔形態・規模〕遺構の半分以上が未掘で形態は不明瞭であるが、楕円形を呈していると思われ

る。確認された長さが長辺5.12m、短辺1.40mである。壁は外傾しながら緩やかに立ち上がっ

ている。

〔堆積土〕黒褐色砂および褐色砂の自然堆積が3層確認された。

〔出土遺物〕土師器・須恵器の小破片が僅かに検出された。

第5号土壌

〔位置〕調査区西側で第4号土堀の北、 8-F・Gに位置している。

〔重複〕第 3号掘立柱建物跡を切っている。

〔形態 ・規模〕平面形は楕円形を呈しており、長軸約2.74m、短軸約1.46m、深さ約28cmであ

る。底面はやや丸みがあり、壁は外傾しながら緩やかに立ち上がっている。

〔堆積土〕自然堆積の黒褐色砂である。

〔出土遺物〕土師器・須恵器の小破片が僅かに検出された。

第6号土壌

〔位置〕調査区東側で、 28・29-Bに位置している。

〔重複〕第 9号溝跡を切っている。

〔形態・規模〕平面形は楕円形を呈しており、 長軸約 1.Om、短軸約 0.8m、深さ約14cmであ

る。底面はほぼ平坦であり、壁は外傾しながら緩やかに立ち上がっている。

〔堆積土〕自然堆積の黒褐色シルト質砂層である。層中に灰白色火山灰、高師小僧を含んでい

る。

〔出土遺物〕土師器・須恵器の小破片が僅かに検出された。

第7号土壌

〔位置〕調査区東側で、第6号土漿南側の27-Dに位置している。

〔重複〕第 9号・ 11号溝に切られている。

〔形態・規模〕遺構の大半を溝跡に切られており、平面形は不明瞭であるが楕円形を呈してい

たと思われる。残存長は長軸約2.4m、短軸約I.Om、深さ約12cmである。断面形は床面より緩

やかに傾斜しており、床面と壁の境が不明瞭である。

〔堆積土〕自然堆積の黒褐色砂である。

〔出土遺物〕土師器・須恵器の小破片が僅かに検出された。
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第24図 土壌実測図•土墳出土遺物
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第8号土墳

〔位置〕調査区西側で第 1号住居跡の南、 13-Eに位置してる。

〔重複〕第 1号住居跡に切られている。

〔形態 ・規模〕遺構の北側を住居に切られているため平面形は不明瞭であるが、隅丸方形を呈

していると思われる。規模は東西約60cm、南北約42cm(残存長）、深さ約17cmである。

（堆積土〕自然堆積の黒褐色砂である。

〔出土遺物〕鉄製品（刀子）、その他に土師器・須恵器の小破片が僅かに検出された。

4 . 焼土遺構

調査区西側の 9-Bで1基確認された。平面形は楕円形を呈しており、規模は長軸約1.33m、

短軸約0.82m、深さ約40cmである。焼土は遺構全面で確認された。

5 . 溝跡

溝跡は12条確認され、調査区の東側に多く見られる。溝跡は「く」の字状を呈しており、何

らかの区画溝と思われるものと、直線的なものの 2種類が見られる。特に東側の大きな「く」

の字状の溝は、平坦面と斜面の境にあり、遺跡全体を区画している溝と思われる。以下、主な

ものについて説明する。

第1号溝跡

〔位置〕調査区南東側で第 2号溝跡の西側、平坦面と斜面の境に位置している。

〔重複〕第 3号 .6号.7号溝を切っている。

〔形態・規模〕調査区南東部の西壁から東へ約 3mのところで、平坦面に沿って北にいったん

曲がり約23m行ったところでまた東側に曲がっている。溝の幅は約1.7m、深さ約16cmで、断

面形は「U」字状を呈している。

〔堆積土〕黒褐色砂質シルトの自然堆積土が確認された。

〔出土遺物〕土師器・須恵器が検出された。

第2号溝跡

〔位置〕調査区南東側で第 1号溝跡の東側に位置している。

〔重複〕第10号土城を切っている。

〔形態 ・規模〕ほぼ第 1号溝跡と平行して北に延びている。ただし、第 1号溝のように東側に

曲がるかどうかは未掘部分にかかるので不明であるが、おそらくまっすぐに延びていると思わ

れる。溝の幅は約80-lOOcm、深さ約15-30cmで、断面形は底面がやや平坦であり、壁は底面

より急傾斜で立ち上がっている。
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〔堆積土〕黒色砂質シル トの自然堆積土である。

〔出土遺物〕土師器、須恵器片が検出された。

第7号溝跡

〔位置〕調査区南東側で第8号溝の南、 23-28-Lに位置している。

〔重複〕第 1号溝跡に切られている。

〔形態 ・規模〕調食区西壁より約16m東にまっすぐ延びている。溝の幅は約90-lOOcm、深さ

約10-15cmで、断面形は底面がやや平坦で、壁は底面より緩やかに立ち上がっている。

〔堆積土〕概ね黒褐色砂質シルトの自然堆積土である。

〔出土遺物〕土師器、須恵器の小破片や土錘が検出された。

第8号溝跡

〔位置〕調査区中央部付近で第 3号住居の東側に位置している。

〔重複〕多数のピットと重複している。

〔形態・規模〕調査区西壁より北に約15m延び、先端で西に少し曲がっている。溝の幅は約40cm、

深さ約 5cmで、断面形は「U」字状を呈している。

〔堆積土〕概ね黒褐色砂質シルトの自然堆積土である。

〔出土遺物〕土師器、須恵器の小破片が僅かに検出された。

第9号溝跡

〔位置〕調査区東側で第 5号住居跡の東、 25-29-B-Dに位置している。

〔重複〕第6号土城に切られており、第7号土城、第11号溝を切っている。

〔形態 ・規模〕平面形は「V」字状を呈しているが、南北方向は地形が平坦面と斜面の境に位

置しており、地形の影響を受けていると思われる。幅は約80-90cm、深さ約14-20cmで、断面

形は底面がほぼ平坦であり、壁は底面より外傾しながら緩やかに立ち上がっている。

〔堆積土〕自然堆積の 8層からなる。概ね暗褐色砂質シルトであり、 一部に極暗赤褐色砂質シ

ルトが見られる。

〔出土遺物〕土師器、須恵器の小破片が僅かに検出された。

第12号溝跡

〔位置〕調査区西側で第 1号掘立柱建物跡の西、 1・2-D-Gに位置している。

〔重複〕なし

〔形態 ・規模〕調査区北壁から南壁に向かってまっすぐに約llm延びている。幅は約1.6m、

深さ約35-50cmである。断面形は底面がほぼ平坦であり、壁面は底面よりやや垂直ぎみに立ち

上がり、中間地点で外傾しながら立ち上がっている。

〔堆積土〕概ね黒褐色砂質シルトの自然堆積土である。

〔出土遺物〕土師器、須恵器の小破片が僅かに検出された。
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第25図溝跡出土遺物

6 . その他の遺物

調査区内は遺構確認面直上まで耕作等の攪乱が及んでおり、遺構外からも多くの遺物が出土

している。出土遺物は縄文土器、石器、土師器、須恵器、手捏ね土器、土製品、鉄製品などが

検出された。

〔縄文 • 弥生時代〕縄文土器片が僅かに検出され、また、アメリカ式石鏃が1点検出された。

〔古墳時代〕土師器坪・甕の破片が僅かに検出された。土師器甕は外面調整がハケメで球形を

呈しており、古墳時代前期のものと考えられる。

〔奈良 • 平安時代〕土師器坏・椀．蓋．甕．甑、須恵器坏•高台付坏・蓋．甕．壺、土製品

（土錘 ・紡錘車）などが検出された。

土師器の杯は非ロクロ使用で有段丸底のものと有段平底のもの、無段平底のもの、ロクロ使

用で無段平底（回転糸切り）のものがある。これらはいずれも内黒処理がなされている。この

ほかに無段平底で両面が黒色処理されているものもある。

土師器の蓋は内、外面ともに黒色処理が施され、つまみは四角柱状のものがついている。

土師器甕は口縁部と体部の境に段を有する非ロクロ使用のものと、無段で外面ヘラケズリ調

整で内面が黒色処理が施されている非ロクロ使用のもの、 ロクロ使用のものがある。

須恵器の杯は底部が静止糸切りの後ヘラケズリ調整のもの、回転ヘラ切り無調整のもの、回

転ヘラ切りの後ヘラケズリのもの、回転糸切り無調整のもの、回転糸切りの後ヘラケズリ調整

が施されるものが検出された。

須恵器の蓋は擬宝珠形のつまみをもち、 天井部は低平で回転ヘラケズリ調整が施され、口縁

部が短く折れ曲がるもの （杯蓋）と、つまみ部が欠損しているが口縁部がやや長めに折れ曲が

るもの（短頸壺の蓋）が検出された。

須恵器の甕は復元可能なものがなかった。外面調整は体部上半に平行タタキ目が施されてい
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I 須忠岱杯 ロクロ （底）手持ちヘラケズリ ロクロ 14 8 8 6 '0 40 

2 須恵岱杯・ロクロ 〔底）回転糸切り ロクロ 7 0 (2 7) 庇部にrx」の線刻

3 須恵器坪 ロクロ （底）手持ちヘラケズリ ロクロ 13 0 6 6 45 41 

4 須忠器壺 ロクロ→ （体下嬬一成〕手持ちヘラケズリ ロクロ 8 4 16 9) 

5 須應召杯 ロクロ 〔底）回転糸切り ロクロ 13 7 6 0 3 8 内鋼底面虚滅転用硯か 42 

6 土緬苔蓋 ヘラミガキ＋煤色処環 （つまみ）ヘラケズリ ヘラミガキ＋黒色処理 12 0 21 （つまみ輻JJoo, 43 

書号 檀別 その他（単位 m) 写真図阪1
7 土 錘 （長さ） 115 (外if〕6 I 〔内径） 17 (調整）ヘラケズリ ・指圧択 SI 

8 土 錘 （長さ） 3 8 (外径〕 18 (内径） 0 35 表採 52 

， 土製品 （口径〕 47 (底径〕 3 0 (器面） 31 表採 45 

JO 土鈴？ （径〕 4 8 (!ltfl切 35 通孔） O 3 (11111整）ヘラケズリ 表採 46 

II 石 鏃 （長さ〕 3 0 (幅） 0 8 〔肛さ） 0 4 調査区西Ill表採 47 

第26図 その他の表採遺物
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I 須恵器甕 〔外面）液状沈線文〔内面）ロクロ 表採 55 

2 須恵召甕 〔外面）波状沈線文 （内面〕ロクロ 表採 57 

3 須恵器甍 〔外面］波状沈線文（内面〕ロクロ 表採 58 

4 須恵笞 壺 （外面）波状沈線文（内面）ロクロ 表採
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゜
5
 

10cm 

特徴 その他

〔外面〕液状沈綿文 〔内曲）ロ クロ→ナデ

〔外面）液状沈線文〔内ifu) ロクロ→ナデ

〔外面）液か沈線文（内面）ロクロ 言
〔外曲）軒いヘラケズリ→波状沈線文 （内面〕ロ クロ→ナデ 表採 I 61 

第27図 その他の表採遺物
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るものと、ロクロ調整だけが認められるものとがある。また、口縁部外面に波状沈線文がある

ものとないものが検出された。

v 田道町遺跡C地点出±木簡について
木簡は調究区西側で第 3号掘立柱建物跡北西隅の柱穴を切っているピットから出土した。木

簡は柱穴掘り方の底面で文字面を下にして、ほぼ水平状態で検出されたので、礎盤として再利

用されていたものと考えられる。この木簡の鑑定を国立歴史民俗博物館の平川南教授にお願い

した。以下、平川教授の鑑定の結果を要約して記載する。木簡の鑑定結果についての詳細は本

報告で行うこととします。

1 . 形状

木簡の遺存状態は、腐食が著しく、非常に脆弱であった。 （東北歴史資料館に保存処理を依

頼）表面は上部のみ墨痕が明瞭であるが、下半分は腐食により木簡面が失われ、ほとんど墨痕

が消えかかっている。裏面は加工痕が認められなかった。木簡の現状の大きさは、長さが約

30.2cm、幅が約7.75cm、厚さが約1.4cmである。

2 . 内 容

右側面を欠くが、初行は年号「延暦」 (782-806) とみて間違いなく、中央上部に記された

「合四百六十四（束）」は総計部分で、次行の 「真野公穴万呂五十五束」は内訳の一部である。

3 . 木簡の性格と意義

本木簡は、延暦11年 (792)分の出挙額を記録した木札であり、「真野公穴万呂五十五束」を

はじめとして、おそらくは十人程度の総計が「合四百六十四束」 (-t-人とすれば、 一人平均四

十六束程度）で、現状はそのうちの八人の歴名（女性を含む）を確認できる。また、本遺跡近

くに位置する現石巻市真野は、「真野公」と深く関連するものと推測できる。

現地名＋公（君）姓は、律令国家に服属した蝦夷に与えられた夷姓とされた。本木簡がその

「真野公」集団を列記している点、律令国家に服属した牡鹿地方の有力な蝦夷の一つと考えら

れる「真野公」集団に対して、出挙を「内国」なみに実施している点、きわめて注目すべきで

ある。また、出挙制について、他の出土資料等との比較から、より 一層具体的にその実施形態

を明らかにしうる点、きわめて重要な資料といえる。
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第28図 C地点出土木簡
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VI 
ま と め

1. 田道町遺跡B・C地点は石巻市田道町一丁目から二丁目にかけて所在し、標高1.5-1.Sm

の沖積平野の微高地上に立地している。

2. 調査はB・C地点を試掘した結果、 B地点は開田等で削平されており、遺構等が検出され

なかったのでトレンチ掘りで終了した。 C地点は遺構・遺物が検出されたので全面発掘を

行った。

3. 発見された遺構は、古墳時代前期の竪穴住居跡 l 軒が確認され、奈良• 平安時代のものは

竪穴住居跡4軒、掘立柱建物跡21棟、 土城 7碁、焼土遺構 1基、溝跡12条などが確認され

た。その他に時代不明の土城が6基が確認されている。

4. 出土遺物は、縄文土器、アメリカ式石鏃、古墳時代前期の土師器甕、奈良 • 平安時代の土

師器坏•高台付坏•高杯・椀・甑・甕・蓋•土錘・紡錘車・手捏ね土器など、須恵器杯・

高台付坏•高坏· 蓋 ・ 甕・壺などが、その他に土錘• 鉄製品 ・ 銅製帯金具 • 木簡などが検

出された。

5. 遺構は平坦面に立地している。住居跡は中央部に集中しており、掘立柱建物跡は西側に集

中している。また、東側が緩やかに傾斜しており、平坦面と斜面の境に溝が巡っている。

これらの溝は遺跡を区画している溝と思われ、溝の何条かは一部が折れ曲がって途切れて

おり、また、その周辺に多数のピットが検出されていることから門があった可能性が考え

られる。

6. 本遺跡は区画溝が巡らされ、住居跡も 8-lOmと大型であり、掘立柱建物も伴っている。

また、住居跡からは銅製帯金具が、掘立柱建物跡からは木簡が出土していることから、 一

般集落ではなく公の施設の可能性が考えられる。

7. 本遺跡は古墳時代が前期（塩釜式）が 1 時期、奈良• 平安時代の住居跡は 3-5時期、掘

立柱建物跡は 7-9時期に区分される。

8. 本遺跡出土の木簡は「延暦11年 (792)分の出挙稲額を記載した木札」であり、 「真野公」

の人名の記載は、蝦夷系豪族に特有の「公」の姓であることから、本木簡は牡鹿郡内に蝦

夷系栞族が存在していたことを示す資料である。
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